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第
三
章

両
手
操
作
式
安
全
装
置
（
第
十
五
条
e

第
十
八
条
）

第
四
章

光
線
式
安
全
装
置
（
第
十
九
条
e

第
二
十
一
条
）

第
四
章
の
二

制
御
機
能
付
き
光
線
式
安
全
装
置
（
第
二
十
二
条
）

第
四
章
の
三

プ
レ
ス
ブ
レ
ー
キ
用
レ
ー
ザ
ー
式
安
全
装
置
（
第
二
十
二
条
の
二
）

第
五
章

手
引
き
式
安
全
装
置
（
第
二
十
三
条
e

第
二
十
五
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
二
十
六
条
・
第
二
十
七
条
）

附
則

第
一
条
中
「
シ
ヤ
ー
」
を
「
シ
ャ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
の
作
動
中
」
を
「
が
上
型
と
下
型
又
は
上
刃
と

下
刃
若
し
く
は
押
さ
え
と
テ
ー
ブ
ル
と
の
間
隔
が
小
さ
く
な
る
方
向
へ
の
作
動
中
（
ス
ラ
イ
ド
等
が
身
体
の
一
部
に
危

険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
位
置
に
あ
る
と
き
を
除
く
。
以
下
「
閉
じ
行
程
の
作
動
中
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
中
「
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
押
し
ボ
タ
ン
又
は
操
作
レ
バ
ー（
以
下「
押
し
ボ
タ
ン
等
」と
い
う
。）」

及
び
「
押
し
ボ
タ
ン
等
」
を
「
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
っ
て
」に
、

「
作
動
中
」
を
「
閉
じ
行
程
の
作
動
中
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
作
動
中
」
を
「
閉
じ
行
程
の
作
動
中
」に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
に
伴
つ
て
」
を
「
に
伴
っ
て
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四

ス
ラ
イ
ド
の
閉
じ
行
程
の
作
動
中
に
危
険
限
界
内
に
あ
る
身
体
の
一
部
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

に
ス
ラ
イ
ド
の
作
動
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
三
条
第
二
号
中
「
ロ
ツ
ク
ウ
エ
ル
Ｃ
硬
さ
」
を
「
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
Ｃ
硬
さ
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
ク
リ
ツ
プ
」
を
「
ク
リ
ッ
プ
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
ナ
ツ
ト
等
で
あ
つ
て
」
を
「
ナ
ッ
ト
等
で
あ
っ
て
」
に
、「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
っ
て
」
に
改

め
る
。

第
十
六
条
第
二
号
中
「
作
動
中
に
押
し
ボ
タ
ン
等
」
を
「
閉
じ
行
程
の
作
動
中
に
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の

操
作
部
」
に
、「
に
あ
つ
て
は
」
を
「
に
あ
っ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
押
し
ボ
タ
ン
等
」
を
「
ス
ラ
イ
ド
等

を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
」
に
改
め
る
。

第
三
章
中
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条

両
手
操
作
式
安
全
装
置
の
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
は
、
両
手
に
よ
ら
な
い
操
作
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

両
手
操
作
式
安
全
装
置
の
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
は
、
接
触
等
に
よ
り
ス
ラ
イ
ド
等

が
不
意
に
作
動
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
中
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
光
線
式
安
全
装
置
）

第
十
九
条

光
線
式
安
全
装
置
（
ス
ラ
イ
ド
等
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
機
構
と
し
て
第
一
条
第
三
号
の
機
能

を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
プ
レ
ス
等
の
安
全
装
置
を
い
い
、
第
二
十
二
条
第
一
項
の
制
御
機
能
付
き
光
線
式
安
全

装
置
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）は
、
身
体
の
一
部
が
光
線
を
遮
断
し
た
場
合
に
、
当
該
光
線
を
遮
断
し
た
こ
と
を
検
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
機
構
（
以
下
「
検
出
機
構
」
と
い
う
。）を
有
し
、
か
つ
、
検
出
機
構
が
、
身
体
の
一
部
が
光
線

を
遮
断
し
た
こ
と
を
検
出
す
る
こ
と
に
よ
り
ス
ラ
イ
ド
等
の
作
動
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
投
光
器
及
び
受
光
器
）

第
二
十
条

プ
レ
ス
機
械
に
係
る
光
線
式
安
全
装
置
の
検
出
機
構
の
投
光
器
及
び
受
光
器
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

ス
ラ
イ
ド
の
作
動
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
長
さ
に
わ
た
り
有
効
に
作
動
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二

投
光
器
及
び
受
光
器
の
光
軸
の
数
は
、
二
以
上
と
し
、
か
つ
、
前
号
の
必
要
な
長
さ
の
範
囲
内
の
任
意
の
位
置

に
遮
光
棒
を
置
い
た
と
き
に
、
検
出
機
構
が
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
当
該
遮
光
棒
の
最
小
直
径
が
五
十
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

三

投
光
器
は
、
投
光
器
か
ら
照
射
さ
れ
る
光
線
が
、
そ
の
対
と
な
る
受
光
器
以
外
の
受
光
器
又
は
そ
の
対
と
な
る

反
射
器
以
外
の
反
射
器
に
到
達
し
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

受
光
器
は
、
そ
の
対
と
な
る
投
光
器
か
ら
照
射
さ
れ
る
光
線
以
外
の
光
線
に
感
応
し
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
感
応
し
た
場
合
に
、
ス
ラ
イ
ド
の
作
動
を
停
止
さ
せ
る
構
造
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
の
強
度
及
び
寿
命
」
を
削
り
、
同
条
中
「
リ
ミ
ツ
ト
ス
イ
ツ
チ
」
を「
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

ス
ラ
イ
ド
等
の
位
置
を
検
出
す
る
た
め
の
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
等
は
、
不
意
の
接
触
等
を
防
止
し
、
か
つ
、
容
易

に
そ
の
位
置
を
変
更
で
き
な
い
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
中
「
リ
ミ
ツ
ト
ス
イ
ツ
チ
等
」
を
「
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
等
」
に
、「
不
意
に
作
動
」
を
「
誤
作
動
」
に
改
め

る
。第

十
条
中
「
の
も
の
」
を
削
る
。

第
十
一
条
中
「
六
〇
〇
Ｖ
ビ
ニ
ル
絶
縁
ビ
ニ
ル
キ
ヤ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
」を「
六
〇
〇
Ｖ
ビ
ニ
ル
絶
縁
ビ
ニ
ル
キ
ャ

ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
」
に
、「
ビ
ニ
ル
キ
ヤ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
又
は
」
を
「
ビ
ニ
ル
キ
ャ
ブ
タ
イ
ヤ
ケ
ー
ブ
ル
又
は
」

に
改
め
る
。

第
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
切
替
え
ス
イ
ツ
チ
」
を
「
切
替
え
ス
イ
ッ
チ
」
に
改
め
る
。

「
第
二
章

ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
」
を
「
第
二
章

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
を
削
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を「（
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
プ
レ
ス
機
械
」
を

「
プ
レ
ス
等
」
に
、「
ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
」
を
「
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
」
に
、「
ガ
ー
ド
を
閉
じ
な
け

れ
ば
ス
ラ
イ
ド
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の
」
を「
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

ガ
ー
ド
を
閉
じ
な
け
れ
ば
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

ス
ラ
イ
ド
等
の
閉
じ
行
程
の
作
動
中
（
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ッ
チ
式
以
外
の
ク
ラ
ッ
チ
を
有
す
る
機
械
プ
レ
ス

に
あ
っ
て
は
、
ス
ラ
イ
ド
の
作
動
中
）
は
、
ガ
ー
ド
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ

し
、
ガ
ー
ド
を
開
け
て
か
ら
身
体
の
一
部
が
危
険
限
界
に
達
す
る
ま
で
の
間
に
ス
ラ
イ
ド
等
の
閉
じ
行
程
の
作
動

を
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
以
下
「
開
放
停
止
型
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
ガ
ー
ド
式
安
全
装
置
」
と
い
う
。）

に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
章
中
第
十
四
条
と
す
る
。

第
一
章
中
第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
電
気
回
路
の
収
納
箱
等
）

第
十
三
条

プ
レ
ス
等
の
安
全
装
置
の
電
気
回
路
が
収
納
さ
れ
て
い
る
箱
は
、
水
、
油
若
し
く
は
粉
じ
ん
の
侵
入
又
は

外
力
に
よ
り
こ
れ
ら
の
電
気
回
路
の
機
能
に
障
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
箱
か
ら
露
出
し
て
い
る
充
電
部
分
は
、
絶
縁
覆
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
見
出
し
を「（
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
の
操
作
）」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
押
し

ボ
タ
ン
等
」
を
「
ス
ラ
イ
ド
等
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
操
作
部
」
に
、「
同
時
」
を
「
左
右
の
操
作
の
時
間
差
が
〇
・
五

秒
以
内
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
機
能
を
有
す
る
プ
レ
ス
等
に
使
用
さ
れ
る
両
手
操
作
式
安
全
装
置
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。
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